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  百万円未満四捨五入

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第３四半期 98,602 △0.2 4,726 2.1 4,148 21.1 1,683 14.1 

28年３月期第３四半期 98,798 － 4,630 － 3,425 － 1,475 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第３四半期 △1,403 百万円 （－％）   28年３月期第３四半期 571 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第３四半期 46.25 － 

28年３月期第３四半期 40.53 － 

（注）平成28年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正が行われたため、記載して
おりません。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第３四半期 99,791 32,735 30.9 847.73 

28年３月期 104,234 35,088 31.8 911.02 
 
（参考）自己資本 29年３月期第３四半期 30,854 百万円   28年３月期 33,157 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 12.00 － 12.00 24.00 

29年３月期 － 12.00 －     

29年３月期（予想）       12.00 24.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 132,000 △1.5 5,100 △20.8 3,400 △22.5 900 － 24.73 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期３Ｑ 37,112,000 株 28年３月期 37,112,000 株 

②  期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 716,337 株 28年３月期 716,287 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 36,395,696 株 28年３月期３Ｑ 36,395,747 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び注意事項については、３ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境は、国内においては、雇用情勢が改善し、個

人消費に持ち直しの動きがみられるなど、景気は緩やかな回復基調が続きました。海外においては、米国は景

気回復が続き、欧州は緩やかに回復基調が継続する一方で、英国のEU離脱決定や米国大統領選挙後の政治情勢

の影響により、政治・経済の先行きの不透明感が増しました。中国は成長率の低下傾向からの持ち直しの動き

がみられ、アジアでは総じて緩やかな景気回復が続いております。 

このような環境のなか、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は前年同期並みの986億２百万円（前年

同期比0.2％減）、営業利益は北南米、中国の業績回復等により47億26百万円（前年同期比2.1％増）と増益と

なりました。また、当第２四半期連結累計期間に計上した為替差損15億12百万円が、為替相場の変動に伴い当

第３四半期連結期間において11億83百万円の為替差益を計上した結果、当第３四半期連結累計期間の為替差損

が３億29百万円まで減少したこと等により、経常利益は41億48百万円（前年同期比21.1％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は16億83百万円（前年同期比14.1％増）となりました。 

 

所在地別セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

①日本 

日本事業の売上高は、前年同期比0.8％減の261億57百万円とほぼ前年同期並みとなりました。営業利益は

減価償却費の減少等により、13億70百万円（前年同期比9.9％増）となりました。 

②北南米 

為替換算による影響等による売上減少により、売上高は334億47百万円（前年同期比1.6％減）となりまし

た。営業利益は北米における自動車販売台数の拡大には陰りが見えるものの、当社客先における生産・販売

台数の増加等により29億61百万円（前年同期比41.9％増）と増益となりました。 

③欧州 

為替換算による影響等による売上減少により、売上高は167億93百万円（前年同期比6.9％減）となりまし

た。また営業利益は、ドイツ子会社における新規立上り品の生産混乱により人件費・外注費がかさみ10億23

百万円の営業損失（前年は４億17百万円の営業利益）となりました。 

④中国 

客先生産・販売台数の増加や新規立上りによる売上増加等により、売上高は88億10百万円（前年同期比

14.9％増）、営業利益は４億32百万円（前年同期比30.0％増）と増収、増益となりました。 

⑤アジア 

タイにおいて前期に立上った新規受注製品の生産・販売が順調に増加したほか、インドネシアにおける低

価格・低燃費車向け減税に伴う客先生産・販売台数の増加により、売上高は133億95百万円（前年同期比

5.2％増）、営業利益は10億88百万円（前年同期比7.8％増）と増収、増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期末の総資産は997億91百万円となり、前連結会計年度末に比べて44億43百万円減少しました。主

な要因は現金及び預金の減少８億38百万円、売上債権の減少９億88百万円、たな卸資産の減少14億14百万円及

び有形固定資産の減少21億13百万円等であります。 

負債合計は670億57百万円となり、前連結会計年度末に比べて20億89百万円減少しました。主な要因は退職給

付に係る負債の減少16億26百万円、長期借入金の減少８億53百万円等による固定負債の減少であります。 

純資産は327億35百万円となり、前連結会計年度末に比べて23億54百万円減少しました。主な要因は為替換算

調整勘定の減少59億28百万円、退職給付に係る調整累計額の増加17億30百万円、その他有価証券評価差額金の

増加10億85百万円及び利益剰余金の増加８億10百万円等であります。 
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（３）キャッシュ・フローの状況に関する説明

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により86億８百万円増加、投資活動に

より68億75百万円減少、財務活動により13億１百万円減少等の結果、当第３四半期連結会計期間末には121億78

百万円（前連結会計年度末比８億38百万円減少）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、税金等調整前四半期純利益が36億14百

万円（前年同期は31億72百万円）、減価償却費が38億60百万円（前年同期は46億44百万円）、仕入債務の増加

による資金増が22億59百万円（前年同期は45百万円の資金増）、たな卸資産の増加による資金減が15億92百万

円（前年同期は29億84百万円の資金減）、法人税等の支払による資金減が15億59百万円（前年同期は25億86百

万円の資金減）あったこと等により、前年同期と比較して、７億98百万円増加して、86億８百万円となりまし

た。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において投資活動に使用された資金は、有形固定資産の取得による支出67億99百

万円（前年同期は58億13百万円の支出）等により、前年同期と比較して14億９百万円増加して68億75百万円と

なりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結累計期間において財務活動に使用された資金は、借入金の純減少による支出３億50百万円

（前年同期は17億62百万円の収入）、配当金の支払による支出８億73百万円（前年同期は８億55百万円の支

出）等により、13億１百万円となりました（前年同期は８億57百万円の支出）。 

 

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の経常利益並びに親会社株主に帰属する四半期純利益は、主に為替相場の変動に

伴い為替差損が大幅に縮小した影響により、それぞれ平成28年11月10日に公表した通期予想を超える41億48百

万円並びに16億83百万円を計上しています。ただし為替差損の金額は、今後の為替相場の状況により変動する

ため、平成28年11月10日に公表いたしました業績予想の修正は行っておりません。今後予想数値を修正する必

要が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更） 

在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりました

が、当連結会計年度より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、昨今

の著しい為替相場の変動に鑑み、期中平均為替相場により換算することで、一時的な為替相場の変動による期

間損益への影響を緩和し、在外子会社の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるために行ったものであり

ます。また、この変更は在外子会社の収益及び費用の重要性が年々増加していることも背景としております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高は2,684百万円、営業利益は923

百万円、経常利益は20百万円、税金等調整前四半期純利益は20百万円増加しております。また、前連結会計年

度の期首の純資産に累計的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は233百万円減少してお

ります。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得

した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。
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（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,015 12,178 

受取手形及び売掛金 18,271 17,284 

電子記録債権 451 647 

製品 4,007 3,657 

仕掛品 6,149 5,852 

原材料及び貯蔵品 10,575 9,810 

繰延税金資産 842 708 

貸倒引当金 △191 △152 

その他 2,253 2,289 

流動資産合計 55,374 52,272 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 16,431 15,578 

機械装置及び運搬具 57,771 55,685 

工具、器具及び備品 10,443 10,291 

土地 4,038 3,933 

リース資産 664 722 

建設仮勘定 3,991 4,433 

減価償却累計額 △58,333 △57,343 

減損損失累計額 △2,226 △2,631 

有形固定資産合計 32,779 30,667 

無形固定資産    

のれん 623 484 

リース資産 30 15 

その他 829 657 

無形固定資産合計 1,482 1,156 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,678 9,351 

長期貸付金 0 1 

繰延税金資産 6,380 5,586 

その他 541 759 

投資その他の資産合計 14,599 15,697 

固定資産合計 48,860 47,520 

資産合計 104,234 99,791 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,912 9,337 

電子記録債務 3,596 4,440 

短期借入金 12,298 11,645 

未払金 2,108 1,746 

リース債務 44 107 

未払法人税等 716 1,002 

未払消費税等 380 399 

賞与引当金 971 870 

役員賞与引当金 40 7 

製品保証引当金 127 360 

その他 3,483 4,319 

流動負債合計 33,673 34,231 

固定負債    

長期借入金 12,437 11,584 

リース債務 404 204 

繰延税金負債 117 114 

役員退職慰労引当金 174 174 

退職給付に係る負債 22,196 20,569 

その他 145 180 

固定負債合計 35,472 32,825 

負債合計 69,145 67,057 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,481 3,481 

資本剰余金 2,628 2,628 

利益剰余金 30,832 31,641 

自己株式 △477 △477 

株主資本合計 36,463 37,273 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,915 4,000 

為替換算調整勘定 △279 △6,208 

退職給付に係る調整累計額 △5,942 △4,212 

その他の包括利益累計額合計 △3,306 △6,420 

非支配株主持分 1,931 1,881 

純資産合計 35,088 32,735 

負債純資産合計 104,234 99,791 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 98,798 98,602 

売上原価 84,378 83,395 

売上総利益 14,420 15,207 

販売費及び一般管理費 9,790 10,481 

営業利益 4,630 4,726 

営業外収益    

受取利息 34 34 

受取配当金 124 164 

その他 133 80 

営業外収益合計 291 278 

営業外費用    

支払利息 422 273 

為替差損 1,012 329 

その他 62 254 

営業外費用合計 1,496 856 

経常利益 3,425 4,148 

特別利益    

固定資産売却益 7 15 

特別利益合計 7 15 

特別損失    

固定資産売却損 2 15 

固定資産除却損 53 46 

関係会社整理損 42 － 

訴訟関連損失 162 － 

減損損失 0 488 

特別損失合計 260 549 

税金等調整前四半期純利益 3,172 3,614 

法人税、住民税及び事業税 1,267 2,014 

法人税等調整額 △10 △436 

法人税等合計 1,257 1,578 

四半期純利益 1,915 2,035 

非支配株主に帰属する四半期純利益 440 352 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,475 1,683 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 1,915 2,035 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 179 1,085 

為替換算調整勘定 △1,549 △6,253 

退職給付に係る調整額 27 1,730 

その他の包括利益合計 △1,344 △3,438 

四半期包括利益 571 △1,403 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 372 △1,430 

非支配株主に係る四半期包括利益 199 27 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,172 3,614 

のれん償却額 69 50 

減損損失 － 488 

減価償却費 4,644 3,860 

有形固定資産除却損 53 46 

有形固定資産売却損益（△は益） △7 0 

受取利息及び受取配当金 △158 △198 

支払利息 422 273 

売上債権の増減額（△は増加） 138 △1,650 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,984 △1,592 

仕入債務の増減額（△は減少） 45 2,259 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △101 

訴訟関連損失 162 － 

未払金の増減額（△は減少） 532 194 

未払費用の増減額（△は減少） 550 750 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 812 232 

その他 3,355 2,066 

小計 10,804 10,290 

利息及び配当金の受取額 149 192 

利息の支払額 △395 △316 

法人税等の支払額 △2,586 △1,559 

訴訟関連損失の支払額 △162 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,810 8,608 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △5,813 △6,799 

有形固定資産の売却による収入 192 277 

投資有価証券の取得による支出 △18 △129 

その他 173 △224 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,466 △6,875 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,815 621 

長期借入れによる収入 147 1,000 

長期借入金の返済による支出 △2,200 △1,971 

配当金の支払額 △855 △873 

非支配株主への配当金の支払額 △121 △78 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△1,642 － 

その他 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △857 △1,301 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △500 △1,269 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 987 △838 

現金及び現金同等物の期首残高 11,528 13,015 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △5 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,510 12,178 

 

- 9 -

三櫻工業㈱(6584)平成28年3月期第3四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注２） 
  日本 北南米 欧州 中国 アジア 計 

売上高                

(1)外部顧客への

売上高 
26,371 33,997 18,030 7,664 12,736 98,798 － 98,798 

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

12,708 211 13 1,861 203 14,996 △14,996 － 

計 39,078 34,207 18,043 9,525 12,940 113,794 △14,996 98,798 

セグメント利益 1,247 2,086 417 332 1,009 5,091 △461 4,630 

（注）１ 調整額は以下のとおりであります。

(１) 売上高の調整額△14,996百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益又は損失（△）の調整額△461百万円には、のれんの償却額△69百万円、顧客関連資

産の償却額△82百万円、およびたな卸資産の調整額等△310百万円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注２） 
  日本 北南米 欧州 中国 アジア 計 

売上高                

(1)外部顧客への

売上高 
26,157 33,447 16,793 8,810 13,395 98,602 － 98,602 

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

12,987 204 108 1,691 372 15,362 △15,362 － 

計 39,144 33,652 16,901 10,501 13,767 113,964 △15,362 98,602 

セグメント利益 

又は損失（△） 
1,370 2,961 △1,023 432 1,088 4,828 △102 4,726 

（注）１ 調整額は以下のとおりであります。

(１) 売上高の調整額△15,362百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益又は損失（△）の調整額△102百万円には、のれんの償却額△50百万円、顧客関連資

産の償却額△74百万円およびたな卸資産等の調整額22百万円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

(在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更) 

 会計方針の変更に記載のとおり、在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場によ

り円貨に換算しておりましたが、当連結会計年度より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更してお

ります。この変更は、昨今の著しい為替相場の変動に鑑み、期中平均為替相場により換算することで、一時的な

為替相場の変動による期間損益への影響を緩和し、在外子会社の業績をより適切に連結財務諸表に反映させるた

めに行ったものであります。また、この変更は在外子会社の収益及び費用の重要性が年々増加していることも背

景としております。

 当会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメント情報となっ

ております。この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高は、北南米は1,423百万

円、欧州は184百万円、中国は143百万円、アジアは935百万円増加しております。また、セグメント利益は、北南

米は557百万円、欧州は49百万円、中国は42百万円、アジアは310百万円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「日本」セグメントにおいて487百万円、「中国」セグメントにおいて２百万円の減損損失を計上しております。 
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